
.15 
奈良 お知らせ号

1998/..874 

@ 詰詰酔

砂家庭での高齢者介護相談は、在宅介護支援センヲーへ

獲量にも花を咲白、せ、雨がよく似合うガクアジサイ
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ベッド拍車岬叫醐日醐前

眠時'""

福祉サービスのいろいろ保健医療 • • 
羽目保健

在宅介護支後セ J タ が相絞を受けます

支""ンタ で"介益の必盟忽高齢者・に刻する次のよう"医調度

低省の告で才 ピス zτルロ亡の相騒穂署を，健康して ~l~~ .

くわしく"各四センターへ周し治問てく白凶

..r.:I!O<<AIU>V?DM 
制問時にある「駅fちり』崎酎川仙

つ&どを支給します。

.指定一色《レブザーピス (着在巴)
ホームヘルパーが家庭を防関して 家彬や介護のお

世話をしますa

.瑠曾ヲーピス

理事師".闘し噂容ザ}ピス，鍵g院します一

..ームヘルブザーピス 【" 開園進贋鍵}

ホームヘ，パ一泊喝画して 身体の介穫をします.

.篇量入F駅
家庭での4-Ì~が胤・Z主.併合に老人オ ームゃを人保

健鎗践での各種今ーピス'"'院します.

.デイザーピスデイケア

ヂイ ザ ーピスセ…ー…肘入
制どのトピス時保"す，，細川

.，・奥震鱒凋淘ヲービス

制の水様、暗酬肘ーピスをし.す.
-ゥ9-1-;l;テイ
t~À"'-"'!$1:7 日闘を献して山りします.

..I::I!O・人盛岡鋪.
保健鎌倉'.宿舎刻闘し 健康管舟守住宅での蛾建方

法移について線事します.

-ホ-.ケア
介縫.，止もに短期罰皐人. ム1人萌してもらい

介績の業留守専を行‘ます.

.住宅改温一一一…札ますヨ.ナイトケア

俊聞のみ老人ホーム等?おあずか句します.

08宅彊.調・・.，まぴ利序剤"
阿"のf的1:'"・"が.らしやすい住宅コ改造しよう
とする広崎蜘一献 酬 叫 州 市 鎗 し 廿.

-ー 付レンタル
ベッド 事いす&どの日常1:;1i'i:支える終値.，与を

給付またはレ〆タルします.

.防嶋...'.腿
，旬酬醐叶酬岬・ 4臨醐時開し
で ¢酌糊時制管理等の医療サーピスを

します.

.，慮・・・"ステ心
E民.，匹"'備え遁線鶴置を唆置します
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市役所管34-1111側 〒630-8580 二東大路南 丁目1-1・お知5也

U5100年会館
使用車し込み~fg周始

来年め2月 1臼棚こ開館予定の 慈6100年会館の使用事 し込みZ漫付を開始します.今回申し込

みでをる期聞は来年2月 ~岡年?月の使用分です.このうち 来年 2 3月の使用分にτ別いては

才 ブ二ングイベン トを実纏ずるため 事目使用分のみ申し込みを受11付11ま..多い場合参姐遺

電路 郵送による申し込み"できまttん.くわしくは市民本 '"閉館司直偏重(包 34-1111)へ

は削 711111:，t<平絹9聡から.ただし今回の受付

開制大村-'0みです.仲ール会制 時め

四時制大相- .，一緒l酬する場抑時

げ"げます 小ホール 会議室のみの使用""月'"聞か

ら 時の広場のみの使用"来年 1)j 4日明から号制付けを

開始する予定です.

!とζろl市民ホ ル開隊司臨健室(市役所.附6階)

【使用縄1下4警の左おり

I冊目1火曜U.tl/.IIの引.1211 I閥、翌年 111 4日

l使用関-.寝j
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的としたホールです.

.'J¥m-llt-t'J岬.脚本席附i'U!t，'1'.，.ラ

リー集会展示会醜など帽11;<手軽i利用できます. 
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